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保育・教育課程における領域「健康」の指導展開
―園外活動場面の保育に着目して―
髙 橋　健 司　　　戸 田　大 樹
要約
　本研究は、保育士が園外活動場面において保育内容「健康」のねらいをどのように
達成しようとしているのか、事例の記述内容から明らかにすることを目的としている。
調査の結果、保育士は保育内容「健康」の指導展開にあたり、子どもの複雑な感情を
適切に捉え、目の前の子どもにとって価値ある行動・場面へと促している。また、言
葉がけや自分自身の行動により、あたかも自然に子ども本人の自主性を尊重して促し
ている。その際、あらゆる危険因子を捉え、不安なく活動に入り込めるよう配慮して
いることが明らかとなった。
Ⅰ．はじめに
　近年、主に都市部で問題化している待機児童問題を背景に、都市部においては急速
に保育所が増加している。とりわけ、多くの従業員を抱える大企業が事業所内保育
所を設置するようになり、労働しながら子育てがしやすい環境を整えている動きが
ニュースなどでも取り上げられるなど、世間からの注目も浴びている。ある保育所は
事業所内保育所として自社ビル内に位置され、ガラス一つ越しに母親が保育の様子を
見ることができる。そして、子どもたちは室内において遊具などで遊びながら仕事を
終わるのを待つのだという。授乳が必要な場合は、保育者から合図があり、仕事を抜
けて授乳ができるなど働く女性にとって魅力的な保育所となっているかのように見え
る。しかし、こうした保育所では新・子ども子育て支援法の施行後、「園庭のない小
規模施設の整備」「公園を園庭の代替場所とする規制の緩和」（厚生労働省，2016）な
ど、子どもたちが園庭で健やかに伸び伸びと身体を動かして遊び、健康の発達を促す
ための十分な物的環境であるとは言い難い条件の中で子どもたちを保育している現実
がある。
　保育所の園庭に関する先行研究として、小池・定行 (2008) は園庭の代替としての公
園の役割、立地によっては十分な公園が存在しない点、公園への経路そのものも重要
な保育空間である述べている。また、谷口・三輪 (2008) は「園庭の有無と散歩の頻度
には関係がある」「園庭のない施設のほうが多く散歩に出かけている」と示している。
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さらに、菊池・山崎・亀田ら (2002) によると、保育所における「保育士の働きかけ
の差が歩数の増加と関連していると推測される」「幼児期の運動量の確保および運動
習慣の育成のためには、保育所での保育内容への指導が必要かつ有効である」と指摘
している。限られた空間や環境下にある保育所が増加している昨今において、保育所
はますます子どもの心身の健全な発達を保障するため、いかに保育における環境構成
や活動内容の質的向上を図るかが問われている。ここで言う保育の質を向上するため
には、何よりも保育のねらいが最重要となる。なぜなら、保育は意図的な営みであり
保育士は乳幼児一人ひとりの発達や興味・関心、生育暦などあらゆる情報を総合的に
捉えて指導・援助を行うからである。そのプロセスにおいて必要となる視点は、指導
計画を立案する際の養護、つまり、生命の保持と情緒の安定に関する「ねらい及び内
容」である。
　改定された保育所保育指針（厚生労働省 , 2017）には、新たに乳児保育に関わるね
らい及び内容が記述された。健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出
す力を養うための「健康」では、ねらい①「明るく伸び伸びと生活し、自分から体を
動かすことを楽しむ」やねらい②「自分の体を十分に動かし、様々な動きをしようと
する」、内容③「走る、跳ぶ、登る、押す、引っ張るなど全身を使う遊びを楽しむ」、
内容の取り扱い①「一人ひとりの発育に応じて、体を動かす機会を十分に確保し、自
ら体を動かそうとする意欲が育つようにすること」といった記述がある。この健康の
視点は、先に述べた養護における生命の保持と情緒の安定に関する保育内容と一体と
なって展開するのである。このように、改定された保育所保育指針の記述からますま
す乳児保育に意図性が追加されたことが読み取れる。保育所にたとえ園庭が無くとも、
子どもが戸外に出て伸び伸びと自然や社会環境に触れる中で様々な刺激を受け、保育
士が多くの興味や関心を抱かせ、五感を通して様々な学びを得ていくことが大切であ
る。戸外の園庭で遊んだり園外へ散歩したりすることによって、乳幼児の健康に大き
な効果をもたらすような保育が望まれているのだ。これまで、園庭遊具や砂場などの
場面における子ども同士の人間関係に着目した論文は多くあるが、園外活動場面にお
ける領域「健康」の指導展開について論じた実践事例研究は見受けられない。
　本研究では、保育士が園外活動場面において保育内容「健康」のねらいをどのよう
に達成しようとしているのかを明らかにするため、園外活動の事例検討を行い、保
育・教育課程における保育内容「健康」の指導展開を保育学的視点から考察する。具
体的には、保育者によるエピソード記録によって得た事例の子どもと保育士の相互作
用の有り様を、子どもの育ちの過程、保育士の保育観や子どもの行動の解釈を踏まえ
て考察することとする。
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Ⅱ．研究方法
①　調査期間
　平成 29 年 4 月～ 6 月
②　調査対象
　都内保育所の 0，1，2 歳児合同クラスを担当する保育者 5 名
③　調査方法
　保育者に園外活動場面における保育実践を振り返ってもらい、具体的な場面（エピ
ソード）において、領域「健康」のねらいを達成するためにどのような意図で保育を
行ったかを記述してもらった。また、具体的なエピソードの抽出のために、エピソー
ド記述についてのインタビュー調査を実施し、その内容を記述に含めた。
④　園外活動及び散歩の定義
　「園外活動」の「園外」とは、保育所敷地外に出て移動を伴う活動を指し、敷地内
の「園庭」で行う活動は含まない。大辞泉によると「散策」とは「これといった目的
もなくぶらぶら歩くこと」と記されており、国語辞典によると「散歩」とは「気晴ら
しや健康のために、ぶらぶら歩くこと」と定義されている。よって、保育現場で使う
言葉として馴染みがあることや、本稿の趣旨から「散歩」と表記することとした。
⑤　倫理的配慮
　本研究は、創価大学人を対象とする研究倫理委員会の承認を得て行った。調査対象
者には、研究の意義、目的、研究への参加は任意であること、匿名性の保持の方法に
ついて文書で説明し、同意書の提出をもって調査協力への同意とした。
Ⅲ．結果と考察
　保育士が園外活動場面において保育内容「健康」のねらいをどのように達成しよう
としているのかを明らかにするため、「健康」と関連した保育を促す場面（エピソー
ド）について、調査から得られた記述 5 事例を考察した。
事例①
● 4 月 21 日：お散歩時にみられた不安や葛藤
　入園して 1 か月も過ごしていない 2 歳児 A ちゃんは、朝からお母さんと離れ
たことが悲しくてずっと泣いていた。おやつの場面などで少し落ち着いたことも
あったが、それでも目に涙を浮かべたまま園庭へ。外に繋がるドアをドンドン叩
いてみたり、ドアの前にずっと立って動かない。涙目になりながら「きょうは誰
と行こうかな～。」と一緒にお散歩する保育者を探している模様。その後、みん
　
　
－ 22 －
保育・教育課程における領域「健康」の指導展開
なでお散歩しながら目的地を目指す時間となり、A ちゃんは不安そうな表情を
浮かべながら、少し外の世界に期待を寄せて手を繋いだままお散歩を始めた。そ
の後も自分の思うように足を延ばしながらも保育者のもとに戻ってきてを繰り返
していた。
●保育士が意図した保育
　この場面において、「健康」の内容「保育士等や友達と触れ合い、安定感を
持って生活する」にあるように、A ちゃんが安心感を持つことができるように
保育を行った。入園後、3 週間弱で、それまではずっと一緒にいたお母さんと離
れることへの不安と悲しみを抱く A ちゃん。何をするにもその不安があること
で思い通りに楽しく遊ぶことができないのではと感じた。涙目でドアの前に立
つ A ちゃんのもとに寄り添い、お母さんに会いたいとの気持ちをしっかりと受
け止めた上で、「それでも頑張っている A ちゃんは偉いね」と言葉かけをした。
「誰と行こうかなー。」と探している時に、「A ちゃん一緒に行こっか！」と誘
うように声をかけた。お散歩中も一つ一つの言葉や行動に対して、しっかりとそ
の意向を受け止める姿勢で保育を行った。これらの行動をすることで、大人から
きちんと受け止められて見守られているという安心感を抱くと共に、伸び伸びと
活動に取り組めるのではないかと思ったからである。特に不安要素が多い時期に、
保育者との信頼関係を築くことで、自分の興味のあることやものに進んで取り組
み、友達とのかかわりも増えていくようになるだろう。まずは心の健康を育てる
ために、安心感をもつことが大切であると考えた。
　
事例①に対しての考察
　保育者と子どもとの信頼関係は、保育をする上で絶対的な土台となる。入園して間
もない園児の不安を解消し、安心して生活できるように保育士として援助することは
最善の利益を考えた行動といえる。園外保育は外部環境との接触が増える分、少なか
らず保育士にも子どもにも緊張感を伴う。また、記述にあるように「伸び伸びと活動
に取り組む」ために、子どもの精神的安定感を保障することは大切なことと言える。
このように、本事例は心理的側面の健康を意識した保育を展開していることが分かる。
事例②
● 5 月 12 日（金）: 迷路の冒険
　近くのグラウンドへお散歩に行き、緑のネットで迷路を作り遊んでいたところ、
1 歳児の A ちゃんはあるネットに出口のような穴が空いているのを見つけ、そ
こから迷路で使用していないネットがたくさん置いてあるところへと入って行っ
た。その穴は大人がくぐることができなかったため、私は反対側からまわって外
に出してあげようとしたが、A ちゃんはさらに奥へと行こうとしていた。そこで、
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私は A ちゃんが行こうとしている先のネットの横へまわり、「こっちこっち！」
と声をかけ、A ちゃんを呼んだ。すると、A ちゃんはネットを支える棒を跨ご
うとしたりくぐろうとしたり、どうしたらあちら側へ行けるのか試行錯誤してい
た。A ちゃんは跨いで行くことはできないと気付き、棒をくぐろうとしたため、
私は棒を手でカバーし、少し手を貸しながら A ちゃんがこちら側へ来ることを
応援して見守った。A ちゃんは無事に棒をくぐることができ、笑顔を見せていた。
●保育者が意図した保育
　私はこの場面において、「健康」のねらいの「自分の体を十分に動かし、進ん
で運動しようとする」、また、内容の「いろいろな遊びの中で十分に体を動か
す」を意図し、保育を行なった。A ちゃんは自分からネットがたくさんある場
所に興味を持ち、さらに奥へと行こうとしていたため、A ちゃんの自発的な気
持ちを尊重しようと考えた。奥へ進むためにはネットを支える棒を超えていかな
ければならなかったが、少し工夫すれば A ちゃんも越えることができるような
ものであったため、保育者が抱っこして先へ連れて行ってあげるのではなく、A
ちゃんが自分で棒を越えられるよう援助しようと考えた。A ちゃんの腕を精一
杯伸ばしたり、足を高く持ち上げたりと、体をうまく動かして試行錯誤していた
ため、こちらが手出しをすることはせず、転ばないように見守った。そして、棒
をくぐる際には、頭をぶつけないように棒を手でカバーし、A ちゃんがバラン
スを崩して転ばないように手を繋いで A ちゃんの援助をした。
事例②に対しての考察
　子どもの主体性を尊重した保育が展開されている事例といえる。保育においては、
受動的な「やらされている」感覚は、思考が止まり、心身の活動が乏しくなる方向へ
と向かう。記述にあるように、ねらいの「自分の体を十分に動かし、進んで運動しよ
うとする」を達成するために、保育者が意識的に子どもの好奇心や興味といった感情
を捉え、「あたかも自らが望んで」その活動を行っているかの如く、見守り、保育し
ていることが分かる。
　
事例③
● 5 月 15 日：あそびの展開と“おみやげ”
　近くの広場にやってきた一同。下に降りる階段へ向かう子どもと、自動販売機
に向かう子ども、広場にそのまま地面に座っている子どもがいる。階段を降りら
れないことがわかった A ちゃん、B ちゃん、C ちゃん、D ちゃんは、自動販売
機でジュースを買う真似をして遊ぶ。2 歳児の A ちゃんは歩道沿いに咲くシロ
ツメクサを見つけ、“おみやげ”のため数本取る。先生に見せるため走り、どこ
にあったのか教えるため走って戻り、シロツメクサで指輪を作ってもらう。2 歳
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児の E ちゃんは見つけた花を「ママ」「パパ」への“おみやげ”にするため、花
を探しながら歩いて、見つけては先生に渡し、ぐんぐんと勢いよく歩いている。
●保育士が意図した保育
　戸外へ散歩に出ることを保育所での生活の流れの一部として楽しみ、保育所の
職員や家族、友達を想う気持ちの表れである“おみやげ”探しは他の領域とも関
連する戸外での活動だと思う。これまでもお散歩の中で「おみやげに持って帰ろ
うよ」という声掛けがよく行われていた。園庭とのつながりや保育所に戻って手
渡した時の反応を想像し、保育所に戻ることを楽しみに帰れるからだと思う。こ
の日は、広場横の施設内の展示会場を訪れた後の開放的な広場での遊びの時間で
あった。子どもたちは走ったり、狭い所を列になって歩いたり、雑草を発見して
採ったりしていた。私は A ちゃんに対して、発見したシロツメクサを見せるた
めの行動を促したり、散歩の道中で花を摘む E ちゃんの思いを受け止めたりした。
その他に、目当ての草花を採ろうと足元が不安定な坂に立ち入ろうとしている時
には、ゆっくり歩くことを促しながら近くで見守った。また、伸び伸びと体を動
かしながら、車や足元に気を付けて遊べるように声掛けすることに心がけた。
事例③に対しての考察
　この事例の保育者は、散歩活動の場面の中で雑草を使って指輪作りをし、その後の
生活を豊かなものにしようと促すように意識している。保育はただ子どもの動きを見
守ればよいのではなく、価値ある行動・場面へと促す行為こそが、質の高い保育とい
える。保育者は子どもが伸び伸びと活動でき、その子どもの感受性を余すことなく引
き出すために、危険な因子に配慮することも心掛けていることが分かる。
　
事例④
● 5 月 16 日：歩く、そして走る、体を動かす楽しさを伝えたい。
　この日はみんなでお散歩に行った後、3 歳児になる幼児とは別行動となり、2
歳までの乳幼児と遊んでいた。歩けるようになった 2 歳児の A ちゃんは活発に
動いていた。そこで持ってきたボールを私が投げると、ゆっくり歩きながらボー
ルを一生懸命取りに行き、キャッチできた時は笑顔になっていた。「嬉しいね～、
投げてごらん！」と私が言うと、ポンと投げてくれたが、まだまだ前には飛ばな
なかった。しかし、また自分でボールを取りに行って、沢山ボールに触れていた。
また、柱のようなところがある場所では、それを使って「いないいないばあ」を
一緒にやり、とても楽しんでいた。
●保育士が意図した保育
　保育所保育指針にある、内容 ② 「いろいろな遊びのなかで十分に体を動か
す」と、内容 ④ 「様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む」という 2 つの内容
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を主に意識しながら保育をした。内容 ② に関しては、沢山歩かせることで、足
の発達を促したり、歩いて何かをする楽しさを自分からより見つけられるように、
と意図をもって保育した。また、内容 ④ に関しては、ボールやいないいないば
あの他にも、水に触れたり、施設横の音の出るオブジェに触って音を楽しんだり、
と色々な活動に親しませてあげたいと思い、そのような保育を行った。いずれは
自分で遊びの幅を広げられるようにと考えて、一緒に活動を楽しんだ。
事例④に対しての考察
　保育の中に自然と運動を促す活動を取り入れることにより、ねらいにある「いろい
ろな遊びのなかで十分に体を動かす」を達成するように心がけて保育していることが
分かる。特に乳幼児の場合は子どもの興味・関心の強さが、そのまま行動となり運動
に繋がるといえるため、ボールを転がしたり、水と触れたりすることで動きを生み出
すような保育を展開していることが分かる。物的環境や人的環境にかかわりを持たせ
る工夫が、「健康」のねらいを達成する上でとても大切なことであるといえる。
事例⑤
● 5 月 9 日：しっぽ取りゲーム
　天気が良かったこの日は、グラウンドでしっぽ取りゲームやボール遊びをした。
2 歳児 A ちゃんは、はじめはしっぽ取りゲームのルールを理解していないよう
であったが、しっぽを嫌がることなく、お友達や保育者のしっぽを追いかけ、伸
び伸びと走る様子が見られた。また、A ちゃんが走ってしっぽを追いかけるこ
とにより、その場にいた 1 歳児 B ちゃんも勢いよく走りだし、一緒に走ること
を楽しむ姿が見られた。走ることにより、しっぽが風になびくため、ひらひら揺
れるしっぽを楽しむ姿が見られた。
●保育士が意図した保育
　始め、2 歳児 A ちゃんはしっぽ取りゲームのルールを理解していないようで、
自分についているしっぽやお友達のしっぽを見てにこにこしていた。「健康」の
②「自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする」のねらいのもと、身体
を十分に動かすことを楽しむことができるよう、A ちゃんを追いかけ、しっぽ
を取ろうを働きかけた。また、この際「まてまてー。」「大変だ！逃げろー。」な
ど、勢いよく走りだすきっかけとなる言葉かけをすることに留意しながら保育を
行った。このような保育を行った理由としては、保育者自らが伸び伸びと体を動
かし、A ちゃんに働きかけていくことで、A ちゃん自身も体を動かすことの楽
しさを味わうことができると考えたからである。また、言葉かけに留意すること
で、より自然に、体を十分に動かすことを楽しんだり、充実感を味わうことがで
きると考えた。
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事例⑤に対しての考察
　ゲームや簡易的なスポーツなどを設定し運動できる環境を作るようにするが、この
事例のように、より運動が促されるような言葉がけをしていることが分かる。また、
同様に運動が促されるように、保育者自身がまず「伸び伸びと」体を動かすようにし
ている。「健康」のねらいを達成するにあたって、環境設定のほかに、保育者自身の
行動と言葉がけについて意図しながら保育していると読み取ることができる。
Ⅳ．まとめ
　本研究は、0 ～ 2 歳児の合同クラスにおける保育士が園外活動場面において保育内
容「健康」のねらいを達成するためにどのような意図をもって保育しているかに
ついて、記述内容を考察した。その結果、保育者は「ねらい」と「内容」、「配慮
事項」を念頭において保育をする。また、0, 1, 2 歳児の保育では特に「養護」に
関わる記述内容が多く、園外活動においては緊張感も高まり、より繊細な配慮事
項が求められることが明らかになった。保育は保育者と子どもとの信頼関係を基
盤としてこそ、一つ一つのかかわりが意味を成すものになる。つまり、子どもの
情緒の安定があってはじめてあらゆる領域のねらいを達成する保育が可能となる
と言える。この養護を重視する点は、改定された保育所保育指針においても強調
されている。保育士は保育内容「健康」の指導展開にあたり、子どもの複雑な感
情を適切に捉え、何に興味を示しているのかを判断し、目の前の子どもにとって
価値ある行動・場面へと促している。また、それが言葉がけや自分自身の行動で、
さらに、興味・関心を引き出し、あたかも自然に子ども本人の自主性を尊重して
促している。そのために、あらゆる危険因子を捉え、不安なく活動に入り込める
よう配慮していることが明らかとなった。
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Instruction Development of  “Health” Area in the Course 
of Study of Early Childhood Education and Care
— Focus on Childcare with Extracurricular Activities —
Kenji TAKAHASHI, Daiki TODA
This… study…utilizes…written…descriptions… from…example… cases… to… reveal…how…childcare…
providers seek to fulfill the aims of the MEXT course of study category “Content…of…Childcare…
Health…in…extracurricular…activities.…Survey…results…indicate…that…in…their…teaching…methodology…
for”…Content…of…Childcare…Health,… the…childcare…providers…appropriately…capture…the…complex…
emotions…of…children,…and…encourage…valuable…behavior…and…scenarios…for… the…children…with…
whom they are engaged. Moreover, through their choice of words and actions the providers 
respect and encourage each child’s independence in an entirely natural manner. These findings 
show that during this process the childcare providers consider various risk factors and shape 
the…environment…to…enable…children…to…participate…in…activities…without…anxiety.
